
今後の観光振興に係る財源の確保
（宿泊税の導入）について

資料

みやぎ観光振興会議



観光を取り巻く現状・課題

現状 課題

１．宿泊税導入の背景

コロナ禍を経て顕在化した課題



２．宿泊税導入に向けた検討の経過
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３．宿泊税の制度案



取組Ⅰ 魅力ある観光資源の創出

取組の
方向性

他財源も
活用した
想定施策

■宮城オルレ等の既存の観光コンテンツとの連携促進や高
付加価値化に向けた商品造成

重点施策１

重点施策２

取組Ⅱ 観光産業の活性化

取組の
方向性

重点施策１

重点施策２

他財源も
活用した
想定施策

■小規模施設（従業者10人未満等）向け施設改修・備
品購入費支援
■長期滞在者の宿泊環境整備支援 等

４．宿泊税充当施策（案）



取組Ⅲ 観光客受入環境整備の充実

取組の
方向性

取組Ⅳ 国内外との交流拡大の促進

取組の
方向性

他財源も
活用した
想定施策

■自然公園施設や遊歩道の機能向上、トイレ・休憩所等のユ
ニバーサル改修 等

重点施策１

重点施策２

重点施策１

他財源も
活用した
想定施策

■ターゲット国に応じたデジタルプロモーション
■海外教育旅行の誘致促進 等

重点施策３

重点施策２

重点施策３



5．充当施策の効果イメージ



宮
城
県

①宿泊客が宿泊施設に宿泊税を
支払い

県税事務所

②宿泊施設が県税事務
所に宿泊税を納入

宿泊税

③県が設置する基金
で宿泊税を一括管理

④宿泊税充当事業に支出

事業開始前年度 事業１年目 事業２年目

7月頃 10月頃 7月頃 10月頃 7月頃 10月頃

次
年
度
の
方
向
性

次
年
度
事
業
の
報
告

次
年
度
の
方
向
性

次
年
度
事
業
の
報
告

次
年
度
の
方
向
性

次
年
度
事
業
の
報
告

前
年
度
の
成
果
検
証

３年目以降も
同様

⑤充当施策をわかりやすく
紹介

⑥宿泊客にも使途を積極的に発信し、納税のメリットを感じていただきます

全体会議
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６．充当施策の使途明確化・効果検証



７．徴収事務負担軽減策





仙南圏域における観光振興施策の展開イメージ



仙台圏域における観光振興施策の展開イメージ



大崎圏域における観光振興施策の展開イメージ



栗原圏域における観光振興施策の展開イメージ



登米圏域における観光振興施策の展開イメージ



石巻圏域における観光振興施策の展開イメージ



気仙沼・本吉圏域における観光振興施策の展開イメージ


